
マウスを使った生体影響試験 Biological impact study using mice

SAFETY
CHEFER AIR は生体への安全性について

懸念や危険性は認められていません

17.考察
CHEFER AIR 装置から発生するプラズマイ

オンをマウスに１日24時間の14日間反復曝露
した結果，プラズマイオン曝露群に白血球数の
有意な増加が認められた．しかしながら，プラ
ズマイオン曝露群の白血球数増加の程度は対照
群の約２倍程度の軽度な増加であり，プラズマ
イオン曝露群とほぼ同程度の白血球を示す個体
が対象群にも３例認められた．また，14日間反
復曝露期間中の一般状態に全例で異常は認めら
れず，体重も対照群と同様の推移を示していた．
これらの結果から，プラズマイオン曝露群に白
血球の有意な増加は認められたものの，その増
加は軽度であり毒性を示唆する変化というより
も，プラズマイオン刺激に対する生理的な可逆
的反応と推測された．少なくとも今回の試験結
果で判断する限り、CHEFER AIR 装置から発
生するプラズマイオンの暴露の程度では、特に
安全性上懸念すべき影響があるとは言えない。
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